
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】 

学校名【 綾部市立綾部中学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【   Ⅴ   】 

２実施対象者 本校 第１学年生徒 男子８４名 女子８８名  計１７２名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間） 

② 行事名（オリンピック・パラリンピック教育講演会） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（オリンピック・パラリンピック教育講演会） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

（１）スポーツの価値の再認識を通じ、国際的な視野を持って世界 

の平和、世界に挑戦できる生徒の育成、スポーツの価値やその

意味、そしてそれらを保持していくための不断の努力の大切さ

について学ぶ。 

５取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事前学習 

  資料（パワーポイント）・動画を用いて講話をお世話になる選手

について学習した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

（２）オリンピック・パラリンピック教育講演会は新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため中止。 

  講師：田本 博子氏（シドニーオリンピックソフトボール銀メ

ダリストで、現京都市立嵯峨中学校教諭） 

 

６主な成果  生徒たちは、意欲的に今後の自分たちの学校生活や部活動、進路、

人生と結び付けながら取り組んでいた。講演会での質問については、

各学級で感じたこと、率直に聞きたいことなどを交流し、内容を考

えた。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

事前学習を通じて、これから進むべき道のりの試練の中で課題の

発見や解決に向けて、他者と協働しつつ主体的に取り組む態度や、

多様性の尊重（人間としての共通性、他者への共感、思いやり等）、

公徳心（マナー、フェアプレー精神、ボランティア精神、おもてな

し精神等）の育成・向上心などと関連できるように工夫した。 

８主な課題等  本来ならば全校生徒での実施が望ましいが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点から、日程・時間・場所、人数の都合により

全校生徒での実施計画が立てられなかったことが課題として挙げ

られる。 

 各学級での講話やリモート開催を検討するなど、生徒のためにで

きることを試行錯誤していきたい。 

９来年度以降

の実施予定 

 現段階では未定であるが、是非とも実施していきたいと考える。

その依頼手段や実施時期、場所などをどうするのかなど決めるべき

ことを整理していきたい。 

 


